　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年3月16日

日本基督教団京都教区の皆様

東北地方太平洋沖大地震への対応・被災者への支援についてのお願い
　３月１１日に発生した東北地方太平洋沖大地震・津波によって計り知れない被害が広がっています。福島原発からの放射能の影響、危険も増しています。被災地のお一人お一人のいのちと生活が支えられることに少しでもつながって、なし得ることを見いだし、担おうと思います。ご家族、親戚、友人また同僚などが被災地におられて、その安否確認に今、手だてを尽くしている方もおありだと思います。その思いが支えられますように。

　京都教区では、３月１５日に、教区三役、三地区長、「教会と社会」特設委員会委員長、財務部委員長、震災対策委員が集まり、今回の大地震による甚大な被害への対応・支援のあり方を協議し、当面、以下のように支援活動を行っていくことを決めました。ご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都教区総会議長　望月修治

１．情報の収集と発信をいたします。

　１）被災現地の各教会・伝道所に関する情報の第１報をメールと文書でお送りします。

　　　第１報以後の情報については、以下のホームページに情報提供がなされていますので、随時

　　　確認をしてください。

　　　・日本基督教団北海教区道北地区公式サイトHP（管理者：士別教会　難波真実）
　　　　　　　　　http://www.douhoku.org/
　　　・日本基督教団東北教区センター・エマオHP　＜交わりの場＞
　　　　　　　　　http://www.uccj.jp/emmaus/09plaza/plaza.cgi?

　　　・関東教区社会委員会HP

      　          http://8728.teacup.com/kantou_shakai/bbs
　　　・兵庫教区被災者生活支援長田活動センターHP

       　         http://www.nagata-center.net/
　２）インターネットからの情報取得が出来ない場合には、教区事務所に連絡して下さい。ファック

　　　スあるいは文書便で送信・送付いたします。

　　○救援支援募金の依頼に関しては、各教会・伝道所宛に文書でも送付、ファックス送信します。

　　○情報収集と発信を、教区事務所に担当者をおいて、随時集約、整理して必要に応じて発信する

　　　体制をつくります。当面は教区三役が担当します。
２．救援支援募金にご協力下さい。

　　支援活動として、まず救援支援募金を呼びかけ、ご協力下さい。

　　　　京都教区は兵庫教区被災者生活支援・長田センターを通じて被災地、被災者に支援金を届け

　　　　ています。支援金は下記の郵便振替口座によって長田センターに直送してください。

　　○兵庫教区被災者生活支援・長田センター

　　　　　募金目標：５００万円　　　　募金期間：２０１１年6月末まで（緊急の事として）

　　　　　郵便振替口座：００９９０−２−２２０７９

　　　　　　　口座名義：兵庫教区・被災者生活支援・長田センター

　　　　　「東北地方太平洋沖大地震地震救援支援募金」と明記

　　　なお、以下のところでも救援支援募金を受け付けています。
　　○北海教区
　　　　　募金目標額：特に定めない　　募金期間：２０１１年3月末まで（緊急の事として）
　　　　　郵便振替口座：０２７３０−７−８３３９　　　　口座名義：日本基督教団　北海教区
　　　　　「東北地方太平洋沖大地震　緊急募金」と明記
　　○NCC（日本キリスト教協議会）
　　　　　募金目標：特に定めない　　　募金期間：特に定めない
　　　　　郵便振替口座：００１８０−４−７５７８８７　　口座名義：日本キリスト教協議会
　　　　　「東日本大震災被災者支援」と明記
　　○教団社会委員会でも募金を呼びかけています。詳細は社会委員会からの葉書を御覧下さい。

３．救援支援募金以外の支援活動

　１）災害救援ボランティアについて

　　　京都教区は長田センターとの連携を取りながら、ボタンティア派遣の準備をしていきます。

　　・現在被災地には、長田センターから柴田信也主事が現地に入り、救援体制の整えに向けて活動

　　　しておられます。

　　・支援活動は長期にわたることになります。京都教区としては中期、長期でのボランティア派遣

　　　を行うことでの準備も進めて行きます。
　　・被災現地は京都から遠距離であり、現地での滞在場所、食料の確保、安全性の確認などの見通

　　　しを立てて派遣することが必要です。
　　・同志社大学神学部との連携、NGO、大阪教区や兵庫教区などとの連携も含めて継続性のある派

　　　遣体制をつくるべく準備を進めます。
　２）救援物資について

　　　救援物資については、現地からの要請を踏まえてながら、NGO、社会福祉協議会、長田センタ

　　　ーなどからの情報もフォローして協力を呼びかけていきます。

　　・輸送手段の確保、および受け入れ先の確認が前提となりまので、救援物資の収集窓口の情報を

　　　提供して、そこに救援物資を直送していただく場合もあります。
　◎ボランティアや救援物資への協力については、あらためてお知らせいたします。
４．教区からの支援金、支援活動資金について

　　緊急の対応として、教区会計から被災三教区（東北．奥羽、関東）に支援金を各５０万円ずつ送

　　ることにしました。

５．今後のこと
　　京都教区は以下のことに留意して、今後の支援体づくりを進めます。

　１）人的な派遣も含めた支援体制をつくる。
　２）被災者に直接届く支援（教会だけではなく）が出来ること。
　　　「地域の復興なくして教会の復興はありえない」（兵庫教区・兵庫県南部大地震のときに）
　３）関西三教区間の連携をはかり、中期、長期の支援体制を組む。
